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低圧栽培チャンバー 袋培養による栽培状況（常圧）

低圧栽培の考え方袋培養のイメージ 農場システムのイメージ

常圧区
・居住スペース
・作業スペース

低圧区
・栽培スペース

袋培養槽

水耕栽培
設備

養液処理設備

常圧の栽培（圧力差に
耐える構造物が必要）

低圧の栽培（圧力差が少なく
構造物が簡素にできる）

外気圧はほとんどゼロ

＜2017年度実施状況＞
・試験対象作物として、
レタス、ジャガイモ、
ダイズを選定した。
・レタスについてウイル
スフリー苗培養、低圧
栽培試験を行い、低圧
状態においても常圧と
遜色ない生育であるこ
とを確認した。

袋培養技術を活用した病虫害フリーでかつ緊急時バックアップも可能な農場システムの研究
機関名：

プロジェクト概要

課題名

月面農場を想定した新しい農作物の栽培実証

【目的】 【成果】

　月面農場では、移住初期の食料供給、および定住時
の大規模安定作物生産のための病虫害防止と緊急時食
料バックアップへの対応が必要である。加えて、ペイ
ロードの低減には構築物建設資材低減、運用時のエネ
ルギー低減が必要となる。これらを実現するためには
植物組織培養法による袋培養技術の活用が有効であ
り、同じ袋培養設備が居住フェーズに合わせて小ロッ
ト栽培とウイルスフリー苗供給の両機能を兼ね備える
ことが期待できる。そこで、袋培養技術による作物の
栽培可能性の評価と有効成分評価、物質収支評価、低
圧環境栽培や水循環などペイロード低減策の成立性の
基礎的確認、これらを踏まえた月面農場モデル構築を
行う。これらは地上においても過酷環境等における各
種栽培技術としての活用が期待できる。

　袋培養による、ウイルスフリー苗および葉菜可食部
の栽培可能性と、必要な資材量の基本データを取得す
る。月面等を想定した場合に、低圧での栽培が可能で
あれば、施設建設資材の軽減と運用エネルギーの低減
が可能であるため、低圧環境での栽培可能性について
も評価を行う。これらの結果を踏まえて、設定人数に
対する必要栄養成分を想定した、全体システムの規模
を試算する。
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